第５５回　府政情報室会議の概要
日　時：平成２２年２月２３日（火）
・情報セキュリティ（個人情報の適正管理）対策について   14:15～15:45

場　所：府政情報室長室

出席者：府政情報室長、広報課長、府民課長、情報公開課長

　　　［広報課企画Ｇ］広報課総括補佐、広報課課長補佐、広報課総括主査

　　　［情報公開課情報公開Ｇ］情報公開課課長補佐、情報公開課主査

【情報公開課長】
　（資料に基づき、これまでの検討経過と、今後の対応案を説明）
【広報課長】
犯意があって個人情報を漏えいする職員への技術的防止策は無理か？
【情報公開課課長補佐】
費用対効果の面や事務の非効率化につながることもあるが、民間企業のように膨大な費用をかける必要がある。ただし、どれほど技術的対策をとろうとも、職員の意識面を改善しなければ、不注意によるミスは無くならないと考える。
【広報課総括補佐】

福祉部の情報漏えい事案に対応するためのルール案は、どのような位置づけか。

【情報公開課長】
今回は緊急措置的なルール設定であり、最低限守るべきと考える４項目をあげた。その他の留意事項については、e-ラーニング教材の形であわせて職員研修を行うつもり。

【広報課総括補佐】

図面やハガキに記載されているなど、個人情報がどこにあるのか各所属・各担当者が把握しているのかが疑問。

【府政情報室長】
ルール１の個人情報を組織共有化し、庁内サーバーに保管・保存することが大原則とすれば、職員端末機や外部記憶媒体への保存は、すでに庁内サーバーから「持出し」とも言えよう。つきつめてこのルールを、紙媒体による個人情報まで徹底するとすれば、どうだろうか。

【情報公開課課長補佐】

昨秋の特定調査結果をみると、紙による事務処理が全庁的に多かった。（PDF化等電子データ化を行うとすれば、かなりの事務負担と思う。）
【府政情報室長】
昨年の福祉部の漏えい事案が一つの契機となったこともあり、電子データ化された個人情報の取扱いへの対策が重要か。

【広報課総括補佐】

今までの漏えい事案を見ると、職員の不注意が原因のものが多いと思う。ハードの執務環境改善による防止対策は費用がかかりすぎであり現実的な対策と言えず、説明のあったようなソフト的な対策が急務と考える。
【府政情報室長】
まとめに入るが、電子化された個人情報は共通サーバでの保管を原則とするルール案とe-ラーニング教材のイメージを次回の会議で示して欲しい。

